
定
」
を
締
結
し
て
い
る
店
舗
で
は
、

可
能
な
範
囲
で
水
や
ト
イ
レ
が
提
供

さ
れ
ま
す

 

災
害
時
の
避
難
行
動

震
災

　
地
震
発
生
時
に
は
次
の
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

◦
棚
な
ど
の
家
具
類
か
ら
離
れ
た
り
、

机
の
下
に
隠
れ
た
り
し
て
自
分
の
身

を
守
る

◦
激
し
い
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
台
所

や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
元
を
確
認
す

る
◦
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、
ガ
ス
の
元
栓

を
閉
じ
る

◦
職
場
や
集
客
施
設
な
ど
の
安
全
な
場

所
に
と
ど
ま
る

◦
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
家
族

の
安
否
を
確
か
め
る

◦
交
通
・
被
害
情
報
な
ど
を
入
手
す
る

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
公

共
交
通
機
関
が
運
行
を
停
止
し
、
帰
宅

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
人
が
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅
を

 

災
害
に
対
す
る
備
え

　
迅
速
・
安
全
に
避
難
す
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
く

◦
懐
中
電
灯
・
非
常
食
・
保
存
水
・
常

備
薬
な
ど
の
非
常
持
ち
出
し
品
、
歩

き
や
す
い
運
動
靴
を
準
備
し
て
お
く

◦
地
域
の
避
難
場
所
や
、
一
時
的
に
利

用
で
き
る
近
く
の
集
会
所
ま
で
の
避

難
経
路
を
確
認
し
て
お
く

◦
家
族
と
災
害
発
生
時
の
安
否
確
認
の

方
法
や
集
合
場
所
を
話
し
合
っ
て
お

く
◦
帰
宅
経
路
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
位
置
を

確
認
し
て
お
く
。
県
が
「
災
害
に
お

け
る
帰
宅
困
難
者
支
援
に
関
す
る
協

始
め
る
と
、
火
災
や
、
沿
道
の
建
物
か

ら
の
落
下
物
な
ど
に
よ
り
負
傷
す
る
危

険
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
救
助
・
救
急
活

動
の
妨
げ
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

む
や
み
に
移
動
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

土
砂
災
害

　
危
険
の
あ
る
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と

で
、
崖
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
か
ら
身

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
崖
崩
れ
に

よ
る
土
砂
は
、
斜
面
の
高
さ
の
2
倍
ま

た
は
50
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
距
離
ま
で

届
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
よ

う
な
前
兆
を
発
見
し
た
ら
速
や
か
に

崖
か
ら
離
れ
、
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）に
情
報
を
提
供
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
斜
面
に
亀
裂
が
で
き
る

◦
小
石
が
斜
面
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る

◦
斜
面
か
ら
地
鳴
り
が
聞
こ
え
る

◦
普
段
澄
ん
で
い
る
湧
き
水
が
濁
る

◦
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す

　
県
と
気
象
庁
で
は
、
大
雨
に
よ
り
土

砂
災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
際
に
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
特
に
崖
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人

は
、
こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
で
き

る
限
り
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
、
市
か

ら
避
難
勧
告
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
際
に

は
速
や
か
に
避
難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

浸
水
害

　
浸
水
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
早

い
ま
一
度
、
備
え
の
見
直
し
を

9
月
1
日
は「
防
災
の
日
」と
定
め
ら
れ
、
災
害
に
つ
い
て
再
認
識
す
る

日
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
6
月
に
は
大
阪
府
北
部
地
震
が
、

7
月
に
は
西
日
本
で
記
録
的
な
豪
雨
が
発
生
し
、
多
く
の
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
い
ま
一
度
、
一
人
一
人
が
災
害
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、

防
災
対
策
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

災害の時には助け合って

9
月
1
日
は
防
災
の
日
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貴重品
□ 現金（小銭も）
□ 印鑑
□ 保険証
□ 預金通帳や有価証券の写し
□ 本人確認ができる物

衣類・洗面道具類
□ 下着類
□ 靴下
□ セーター類
□ タオル
□ せっけん
□ 歯磨き用品
□ 紙おむつ
□ 生理用品

小道具類
□ 懐中電灯
□ 携帯ラジオ
□ 乾電池
□ 軍手
□ ライター・マッチ
□ 栓抜き・缶切り
□ ティッシュ・ウェットティッシュ

□ 使い捨てカイロ
□ 筆記用具
□ 雨具
□ 救急セット（常備薬も）

水・食料品
□ 飲料水
□ 非常食
□ 飲料用ポリタンク

め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
激
し
い
雨
や
浸
水
、
夜
間
で
移
動
な

ど
が
危
険
な
場
合
は
、
無
理
を
せ
ず
、

自
宅
の
上
の
階
へ
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

 

災
害
時
の
情
報
収
集

　
市
で
は
、
防
災
・
災
害
に
関
す
る
情

報
を
次
の
方
法
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

　
防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
市

内
1
4
9
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
聞
き
逃
し
た
場
合
は
、
防
災
行
政
無

線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
1
0
1
2
0
‐ 

38
‐
3
8
9
8
）を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
防
災
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー（http://t 

w
itter.com

/bousai_narita

）で
も

確
認
で
き
ま
す
。

な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
メ
ー
ル
で
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ

配
信
さ
れ
る
た
め
、
職
場
や
外
出
先
な

ど
で
も
情
報
を
入
手
で
き
、
重
要
な
情

報
の
見
逃
し
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
配
信
を
希
望
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
利
用
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

配
信
さ
れ
る
情
報（
選
択
が
可
能
）

◦
防
災
情
報

◦
大
気
に
関
す
る
情
報

◦
消
防
情
報

◦
防
犯
・
安
全
情
報

◦
防
災
行
政
無
線
情
報

登
録
方
法

　
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
か
、
な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

登
録
用
ア
ド
レ
ス（in 

fo-n@
sg-m

.jp

）に

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
、

返
信
さ
れ
る
案
内
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。
返
信
メ
ー
ル
が
届

か
な
い
場
合
、
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
の
設

定
が
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「sg-m
.jp

」
ド
メ
イ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル

を
受
信
す
る
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ

い
。

 

周
辺
の
危
険
箇
所
を
確
認

　
市
で
は
、
避
難
所
や
土
砂
災
害
、
浸

水
、
崖
崩
れ
の
危
険
が
あ
る
区
域
な
ど

を
ま
と
め
た
「
な
り
た
地
図
情
報
」
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

　
い
ざ
い
と
い
う
と
き
に
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
、
自
宅

の
周
辺
や
通
勤
・
通

学
路
な
ど
の
危
険
箇

所
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

U
R
L
＝http://w

w
w
2.w
agam

a 

chi-guide.com
/narita/

 

市
が
指
定
す
る
避
難
先

　
市
が
指
定
す
る
避
難
先
に
は
「
指
定

緊
急
避
難
場
所
」「
指
定
避
難
所
」「
自
主

避
難
所
」
の
3
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
指
定
緊
急
避
難
場
所
は
、
災
害
の
危

険
か
ら
緊
急
的
に
避
難
し
、
身
の
安
全

を
守
る
た
め
の
場
所
で
す
。
災
害
の
種

類
別（
洪
水
、
崖
崩
れ
、
地
震
、
大
規

模
な
火
事
、
内
水
氾
濫
）に
指
定
し
て

い
ま
す
。

　
近
く
の
避
難
場
所
が
ど
の
よ
う
な
災

害
に
対
応
し
て
い
る
か
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w
w
w
.city.narita.

chiba.jp/anshin/page073600.
htm
l

）で
確
認
で
き
ま
す
。

　
指
定
避
難
所
は
、
被
災
し
た
人
を
一

時
的
に
滞
在
さ
せ
る
た
め
の
施
設
で
す
。

対
象
に
な
る
の
は
次
の
よ
う
な
人
で
す
。

◦
住
居
が
被
災
し
、
居
住
で
き
な
い
人

◦
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
に
よ
り
、
日

常
生
活
が
著
し
く
困
難
な
人

　
自
主
避
難
所
は
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
市
が
必
要
性
を
判
断
し
、
一
時
的
に

開
設
す
る
施
設
で
す
。

◦
台
風
の
接
近
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

◦
長
時
間
の
降
雨
で
洪
水
や
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

　
災
害
時
に
避
難
所
で
市
が
支
援
で
き

る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
避
難

者
の
必
要
最
低
限
の
生
活
の
た
め
に
必

要
な
こ
と
か
ら
優
先
し
て
対
応
し
ま
す
。

　
普
段
の
生
活
と
の
差
を
で
き
る
限
り

少
な
く
す
る
た
め
に
も
、
避
難
者
同
士

が
互
い
に
協
力
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

懐中電灯（できれば1人1個・予備の電池も）、ろうそく、食料、
ビニール袋、固形燃料、簡易ガスコンロ、1人1日3リットルの飲料水、
ペット用の餌や水

　被害が大きいと、行政機関（自治体・消防・警察・自衛隊など）による救援
活動も難しくなります。公的支援が受けられるまでのおおむね3日間は、自
力で避難生活が送れるよう、あらかじめ準備しておきましょう。

災害用チェックリスト 避難するときに持っていく物

3日分を目安に備蓄しておく物

広報なりた 2018.9.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です3
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